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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員75、推薦会員１）

　欧州の運転教育（＝運転免許取得）プログラム、
では“受講生に考えさせ、振り返りと気づきを重
視する”コーチング、と呼ばれる技法が盛んだそ
うです。この開発・導入等にかかわった研究者の
一人でもあるイアン・エドワースという人は「教
習所の生徒は一旦試験に合格すると、学習したこ
との多くを忘れ、指導員が決して指導していない
方法で運転しているという現実がある」と嘆いて
いる、と聞きます。初任の方、特に運転歴や勤務
歴が浅い方達には「初心忘れるべからず」で、基
本のキを見失わないよう心得ていただきたいもの
です。
　またベテランの先輩諸氏にも、知らずしらず身
についた「悪い癖」まで教え伝えてはならない、
と肝に銘じていただきたいと思います。
　欧州の運転教育では「自己の客観視と正しい自
己評価」つまり人からどう見られているか……も
含め「自分がどんな運転をしていて、それを向上
させるにはどうしたらよいか」を自身で考えるこ
とに重きが置かれます。それを手助けするのが「コ
ーチ」の役割、というわけです。
　「朱に交われば赤く」なります。くれぐれも「悪
い赤」ではないように。

＊働き方改革として時間外労働の上限規制などが
2024年４月１日から適用されることにより、物流
業界に生じるさまざまな問題。

日本自動車会議所会員（2023年５月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　異常気象などといわれて
久しくなりましたが、それ
でも今年も初夏の暑さを感
じる候となりました。統一
地方選挙で「春の全国交通

安全運動」も１カ月遅れでしたが、目下それも進
行中。今春デビューを果たしたニューフェイスの
方々も、それぞれの場所で落ち着いてきた頃、で
はないでしょうか。
　筆者の周囲でも、春先には物流会社の初任診断
（入社間もない時に受診する運転適性診断）が盛
況でした。実施側に立ってみてわかったことです
が、若い方が多い……と思いきや、中高年で転職
された方々が結構な数にのぼります。2024年問題
（＊）などのこともありますから、安定した物流
や人流が確保されることは大変重要ですね。
　筆者が現在かかわる自動車教習所の適性診断業
務ではNASVA（ナスバ）ネットと呼ばれるネッ
トワークPC式の診断機材が使用されていますが、
年齢的にパソコンに慣れた方だと受診もスムーズ
です。1980年代、筆者の学生の頃にPCが身近で
も使われ始めましたが、現在還暦を迎える位のこ
の年代ともなると、PC利用経験の多寡によって
「得意or不得意」が分かれるようで、微妙なとこ
ろですね。また実際の受診結果を見ると、若い方
は視覚的な機能なども概して良く、うらやましく
思えます（メンタル面などは別の話ですが）。

良き「朱（あか）」に、染まれ
（一社）日本交通科学学会理事　吉村俊哉
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